
平成２０年度３月補正
所 属 総合企画部 研究開発課

担当(係)名 研究開発担当 内線 2487

新 地域資源発掘活用プロジェクト ～知的資源を使いつくす～
＜地域活性化・生活対策臨時交付金事業＞

１ 事 業 費 ７０，０００ （０ → ７０，０００）

【財源内訳】 【主な使途】

国庫 70,000 補助金 70,000

２ 背景・現状

県内各地域にある商工会議所、農協、有志グループ、市町村、金融機関等による

地域振興のための研究会は、優れたアドバイザー等の欠如、大学や研究機関とのネ

ットワークの弱さ、「製品の試作」等を実施するための資金不足等で、具体的な事

業化へ繋がっていないのが現状である。

３ 事 業 目 的

県内の農林産物や地場産業製品、観光資源などの地域資源を活用し、農商工連携

など産業分野の異なる企業、生産者、大学等の産学官による地域資源活用のための

研究会を発掘・設置して、新たに設置するコーディネータやアドバイザーの助言指

導により、新商品・新サービス開発に関する研究会活動を支援する。

４ 事 業 概 要

岐阜県研究開発財団に基金を設置し、平成２１年度から３年間で事業実施する。

ア 研究会活動により生まれたアイデアの試作品の製作、販売実証を実施

イ 農産物の生産・販売実証を実施

ウ 新サービスの実験を実施

エ 上記により、地域資源を活用した新商品等を開発。

オ 「産学官連携支援センター（仮称）」を設置して強力に推進

想定される研究会例：異業種交流デザイン研究会（県内異分野地場企業）

医療・福祉機器研究会（県内地場企業、ＩＴ企業、大学）

健康きのこ振興会（キノコ生産者、食品関連企業）

（款）２総務費 （項）２企画開発費 （目）(5)科学技術振興費
（明細書事業名）○研究企画推進費
地域資源発掘活用プロジェクト事業費補助金


